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研究成果の概要（和文）：本研究は、4つのグローバル・シティ（東京、大阪、マイアミ、マニラ）おけるホームレス
の労働・居住をめぐる国際比較研究である。各都市のホームレス層の職業経歴と労働、居住を分析し、都市間の共通性
と差異性を抽出し、その原因と意味をグローバル・シティ論の中で解釈する。これにより、都市底辺からみたグローバ
ル化による都市・階層包摂の過程を明らかにし、都市・階層論の展開をめざす。主な調査方法は、路上、シェルター、
福祉施設などで暮らす各都市において約25人のホームレス経験者への詳細な聞き取り調査である。グローバリゼーショ
ンは大都市において複雑な過程を経て影響を与えており、多元的なホームレス状態がある。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to study labor and residential experiences of 
homelessness in four global cities (Tokyo, Osaka, Miami and Manila) using comparative research. It aims 
to extract the commonalities and differences in homelessness while interpreting them using theories about 
global cities. The project aims to make clear the process by which globalization contributes to the 
relegation of homelessness to the bottom of urban society and thus contribute to studies on cities and 
class. The primary data collection is intensive interviews of 25 persons living in public spaces, 
shelters, and welfare facilities in each city. Our findings show varied impacts of multiple process of 
globalization on cities, thus producing various patterns of homelessness.

研究分野：都市社会学
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１．研究開始当初の背景 
(1)グローバリゼーションが進行する中、世
界の各都市においてホームレス層の増大と
いう現象が報告されてきた。例えば、アメリ
カ合衆国の諸都市では 1980 年代初頭から、
日本の東京や大阪においては 1990 年代中頃
からホームレス層の増加が社会問題となっ
ている。「開発途上国」も例外ではなく、フ
ィリピンのマニラでは、2000 年代以降、新し
いホームレスの増大が指摘されている。 
 
(2)こうした貧困層の増大をとらえた研究は、
ホームレス層の人口、分布等の生態学的な調
査研究から始まり、生活史、「精神病理」、社
会・経済的条件、労働、移動・居住空間等の
調査研究へ進んだ。また、性別や年齢構成、
エスニシティなどのホームレス層の集団分
化が進むとともに、それらの調査研究へ分化
し、さらに、ホームレス救済をめぐる福祉政
策、NGO／NPO、社会運動等の調査研究が国内
外でさかんに実施されるようになった。ただ
し、グローバリゼーションが各都市のホーム
レスの動態に与える影響は一様ではない。そ
れは国際的な比較研究によって、よりクリア
になると思われるが、研究が乏しい。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、東京、大阪、マイアミ、マニ
ラの 4つの大都市の国際比較を通じて、大都
市におけるホームレスの動態（どのような階
層がどのような過程を経てホームレス状態
に至り、ホームレス状態に滞留し、あるいは
そこから離脱しているのか）と都市構造の分
析を行う。それを通して、グローバリゼーシ
ョンがホームレスを中心とした都市貧困層
に与える影響のヴァリエーションと、その差
異をもたらす構造的要因を明らかにするこ
とが本研究の目的である。 
ここでのグローバリゼーションとは、1980
年代以降から現代までを対象とする。とりわ
け 2008 年のリーマン・ショックを契機とし
た世界的経済不況のインパクトに留意する。 
 
(2)本研究の意義は、第一に、各都市におい
てホームレスに関する研究は多く存在する
が、より現代の変化を捉えた研究は少ない。
経済変動の中で、新たなタイプのホームレス
が生れ、労働と居住にも新たな動向が生じて
おり、その構造と動態を捉えることができる。 
第二に、国際的な都市間比較の意義である。
従来のホームレス研究は、一国規模のものが
多い。国際比較研究も存在するが、「先進国」
間での比較や各国の紹介に終わるものも少
なくない。ここでは「先進国」間の比較（東
京・大阪とマイアミ）、「先進国」と「途上国」
間の比較（東京・大阪・マイアミとマニラ）
の比較、「先進国」内での比較（東京と大阪）
と複数の比較軸を設けることで、より詳細な
分析を行う。 
 

３．研究の方法 
(1)本研究では、4つの都市を研究対象として
設定した。S.サッセンが触れたように世界の
グローバル・シティの一つである日本の東京、
東アジア経済圏の中心で大規模な寄せ場が
ある大阪、南フロリダ都市圏にあって、ラテ
ンアメリカ経済圏の結節都市であり、ヒスパ
ニック層が高い割を占めるアメリカのマイ
アミ、東南アジア経済圏の一角をなし、典型
的なプライメイトシティでスラム・スクオッ
ターが広がるフィリピンのマニラである。 
 
(2)ここで対象とするホームレスとは、恒常
的な家や住所がない状態や、ときにそのよう
な状態にある人々を指している。直接の調査
対象は、主に路上や公園などの屋外で路上生
活（野宿）をしている（ストリートホームレ
ス）、シェルターや施設、病院などの施設で
寝泊まりしている（シェルターホームレス）、
行政や NGO／NPO などの援助を受けながらア
パートなどに住んでいる元ホームレス（元ホ
ームレス）の三層を想定した。 
 
(3)本研究の主なデータ収集の手法は、イン
タビュー調査である。各都市において研究チ
ームを作り、約 25 人のホームレス経験者に
対して半構造化インタビュー調査を行った。
調査時期は 2013 年 5～11 月である。インタ
ビューは、全都市である程度統一的になるよ
うに主な質問項目（家族・生育歴、職業・居
住歴、はじめてのホームレス経験、現在の生
活状況、ハラスメント経験や都市の評価、境
遇の認知等）を設定した。1人あたり 1〜3 時
間のインテンシブな聞き取りとなった。調査
協力者は、施設などの機関からの紹介、支援
者からの紹介、路上や活動時における直接の
協力依頼などによって確保した。結果的に聞
き取り調査では、東京 25人、大阪 28人、マ
イアミ 29 人、マニラ 29 人から協力を得た。
そのほか、関係機関への聞き取りや、既存の
資料・統計分析などもあわせて行っている。 
 
(4)分析は第一に、各都市においてホームレ
ス状態にある人々への聞き取りデータにつ
いて、属性、生育過程、路上への析出過程、
路上生活、路上からの退出過程を整理し、そ
のパターンを構成する。第二に、そのパター
ンから都市ごとのホームレスの類型化を行
う。第三に、その各都市固有の類型は何を意
味するのか、ホームレスが埋め込まれた都市
の類型化を行う。第四に、ホームレスの類型
と都市の類型について、その類似性と差異性
について比較分析を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果については、後述するように
書籍の発行を目指して、各都市において分析
を継続している段階である。ここでは暫定的
なものであるが、比較から各都市の特徴につ
いてまとめる。 



 
(1)ホームレスの類似性と差異性について 
①属性のパターンにおいて、東京と大阪は単
身で中高年男性が典型的であるが、若年層も
増えている。マイアミは、若年・中年が多く、
エスニシティや移民経験が多様で、女性や家
族も一定の割合存在する。一方、マニラは最
も若年・中年が多く、性別は多様で、拡大家
族を含めたファミリー層が多い。 
②ホームレス状態への析出過程（生育歴・職
業履歴・居住履歴のパターン）において、4
都市での類似性として、その多くが低学歴で、
非正規雇用のブルーカラー職およびサービ
ス業の低賃金職（インフォーマルセクターを
含む）に従事してきたことが指摘できる。同
時に居住が不安定化していることも共通し
ている。差異性に注目すると、東京では建設
業従事者は一貫して多いが、非正規雇用で製
造業やサービス業などに従事してきた者も
増えている。大阪では寄せ場を通じて建設日
雇労働などに従事した経験を持つものが多
い。東京と大阪において増加が指摘されてい
る若年層については、家族関係の悪化や派遣
労働者の比重を増していた製造業への経済
危機の影響もみられる。マイアミでは、ゲッ
トー出身者で、メンタル・フィジカルなディ
スアビリティを経験している者が多い。また
全般的な背景にアフォーダブルな住宅の欠
如がある。またマニラは、スクオッターの撤
去によるホームレス化が最も典型的で、その
ほか親が路上で生活していたケース（世代間
再生産）や、先住民など地方や近郊から流入
して路上生活を送るケースもある。 
③ホームレス生活のパターン（ここでは路上
生活のみを取り上げる）において、4 都市で
類似しているのは、多くの人がパブリックス
ペースから排除されたり家屋や所有物を撤
去されたりした経験を持っていることであ
る。差異性に注目すると、東京・大阪、マイ
アミは路上生活の期間が短くなる傾向があ
り、路上生活そのものが減少している。一方、
マニラは親の代からの路上生活や拡大家族
もあり、相互の関係が緊密である。多くは都
市インフォーマルセクターで働いている。 
④ホームレス状態からの退出過程（制度利用
のパターン）については、東京と大阪は公的
制度や民間組織の支援を利用した経験を持
つ者がほとんどである。また、施設やアパー
トでは基本的には就労が求められる。マイア
ミでもローカルレベルでホームレス税が導
入されるなどのセーフティネットが増え、プ
ログラムの利用によってストリートからシ
ェルターへ移行するホームレスが増加した。
東京・大阪・マイアミとも、制度を繰り返し
利用している者が一定程度存在する。一方、
マニラでは食事サービス（炊き出し）などの
民間支援組織の利用はあるが、公的制度の利
用はほとんどなく、路上からの退出は少ない。 
 
(2)グローバリゼーションとホームレス化 

①各都市にほぼ共通しているのは、グローバ
リゼーション下の＜労働市場＞における脱
工業化（経済のサービス化）や非正規化によ
る下降圧力と失業の高まりである。さらに、
＜空間構造＞におけるパブリックスペース
の管理・排除の強化も共通していた。どの都
市でも条例や法律が強化され、ストリートホ
ームレスのクリミナライゼーション（犯罪
化）が進行している。しかし都市ごとに差異
もあり、複雑な様相が見られる。 
②東京と大阪は、＜労働市場＞において建設
業の吸収力が弱化し、製造業やサービス業な
どにおいて非正規雇用が増大している。＜社
会政策＞においては、全般的には「小さな政
府」化（ネオリベラル化）が進行する中、旧
来からの生活保護の限定的運用を補完する
形で 1990 年代以降、ホームレス特別対策が
創設された。他方、2008 年の経済危機の前後
から生活保護の適用も拡大し、その結果、ス
トリートホームレスが減少し、シェルターホ
ームレスが増加した。また、一部は生活保護
を利用したアパート居住へと移行している。
＜空間構造＞においては、ジェントリフィケ
ーションの直接的な影響は限定的である。 
③マイアミでは、＜労働市場＞において不安
定な低賃金サービス業が明らかに増大して
いる。また＜空間構造＞ではジェントリフィ
ケーションなどの影響もあり、アフォーダブ
ルな住宅の欠如が顕著である。＜社会政策＞
においては、ネオリベラル化のもとセーフテ
ィネットが縮小したが、2008 年の経済危機以
降、再び包摂プログラムの拡充・利用が進み、
ストリートホームレスは激減している。一方、
ゲットー出身者は一貫して顕著な不利益を
受けており、とりわけマイアミでは移民層と
の競合などで状況が厳しくなっている。 
④マニラは、スラムやスクオッターなどに暮
らす都市貧困層が厚く存在しており、当然そ
こにはファミリー層も含まれる。そこに資本
の土地投機と公有地の民営化による都市再
開発が進み、ジェントリフィケーションを含
む大きな＜空間構造＞の変容を経験してい
る。とりわけスクオッターの撤去が拡大した
が、＜社会政策＞はほぼないことから、スト
リートホームレスが増加した。また、＜労働
市場＞においてサービス経済が膨張したこ
とから、路上での生活機会が増加したことも
プル要因となっていると考えられる。 
 
(3)今後の課題 
以上のように、グローバリゼーションは大
都市において複雑な過程を経て影響を与え
ており、人々のホームレス化にはヴァリエー
ションがみられた（多元的ホームレス化）。
そうしたヴァリエーションをもたらす構造
的要因を踏まえ、都市類型として示すことが、
本研究の最終的な課題であると考えている。 
本研究は日本語および英語での書籍の出
版を目指しており、今後いっそうの分析と執
筆を行っていく予定である。 
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